
個別の不適切事案について （別紙３）

図面類 アンケート等 聞き取り調書 引継日誌類 報告書 測定記録 検査手順書類 検査記録 その他資料 現　　場

 ２号機 Ａディーゼル機関冷却水
水漏れにかかわる不適切な補修

・DGを待機除外した時、待機除外中他のDGが運転
可能であることを毎日確認しなければならないが、
実施されていなかった。 ○ ○ 日誌類

 １号機 低圧注水系試験可能逆
止弁の動作表示ランプの偽装

・弁動作を確認するランプが点灯しなかったが、弁
が正しく動いていることが確認されたため、回路を
偽装し点灯させていた。 ○ ○ ○ ○ ○ アンケート

 １号機 高圧注水系主塞止弁開
不良時の不適切な補修

・主塞止弁の開動作不良が発生し、弁の点検・修理
時にHPCIを待機除外にした可能性が高い。他の
ECCSの機能確認を待機除外中毎日行わなければ
ならないが、行っていなかった。
・日付の誤記　６月１５日→６月１４日

○ ○ ○ 日誌類

１号機 原子炉平均出力領域モニ
タチャート印字不良に伴う改ざん

・記録計不良で１時間程度チャートへの印字ができ
なかったため、その部分を他の記録計から推定して
書き足していた。
・チャートは廃棄

○ ○ アンケート

 所内用圧縮空気および復水輸送
系の不適切な運用

・２号機の設置変更許可時に、共用運用する旨の
記載をすべきところしていなかった。現在共用運用
は取りやめている。
・日付の誤記　H２→S６３

○ 日誌類

２号機 Ｂ主蒸気管モニタ対数線
量率計の不適切な調整

・モニター装置の電源装置に不具合があることが判
明したため、取替えを行っていた。取替えにあたり、
モニタが発信するスクラム信号、弁閉信号が発生し
ないよう処置し作業を行っていた。

○ 日誌類

１号機 総合負荷性能検査対象計
器の不適切な補修

・４つある主蒸気流量指示計の指示に、計器誤差
範囲内のばらつきがあり、指示が一致するよう微調
整していた。 ○ アンケート

運転日誌データの改ざん
（１号機 原子炉格納容器内ドレン
データの改ざん）

・PCV内の機器ドレンデータを、変化が僅かであっ
た初期段階において、増加傾向を示さないデータに
書き換えていた。 ○ ○ ○ アンケート

運転日誌データの改ざん
（中性子測定器のノイズデータの
不適切な処理）

・瞬時に発生したノイズを計算機が取り込んだ場
合、異常な値を印字する。このノイズが発生した
時、他の計測値を参考に手入力していた。 ○ ○ ○ アンケート

２号機 運転監視用計算機の全主
蒸気流入量入力点レンジ調整の
不適切な手続き

・給水流量から評価した主蒸気流量に差が出たた
め、主蒸気流量の入力点レンジを精度範囲内でレ
ンジ調整を行っていた。 ○ ○ ○ ○ ○ プロセスコン

ピュータ点検

２号機　運転監視用計算機の復
水流量入力点レンジ調整の不適
切な手続き

・運転監視用計算機の復水流量の入力レンジが適
正な手順によらない方法で変更されていた。 ○ ○ ○ 日誌類

パトロール時に発見した漏えい水
を手続きせずにふき取っていたこ
と

・漏えい水が低レベルと判断しても、放射能濃度を
測定し拭き取るところ、放射能濃度測定しないで拭
き取り作業を行っていた。 ○ アンケート

補助ボイラー用重油タンク胴体上
部の腐食

・現場確認時、報告以降更に調査したところ、胴体
部分に１箇所、泡消火配管胴体接続部の腐食も発
見されたと説明有り。泡消火配管腐食箇所は樹脂
系のレクターテープによって補修が為されており、
腐食状況の確認ができなかった。

○ ○ ○ ○ アンケート
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発端となった
資料・点検

確　　認　　資　　料　　 等件　　名 確　認　内　容

２号機 高圧炉心スプレイ系第１テ
スト弁にかかわる偽装

・ＨＰＣＳポンプ定期試験の際に、開操作不能となっ
た弁を手動で開度調整し、当該弁が動かないように
して点検・修理を実施していた。修理の間、当該弁
が全閉状態であることを印字するよう運転監視用
計算機を偽装していた。

○ 日誌類

発電所構内での通路増設工事の
際の建築確認申請漏れ

・構内通路が建設確認申請されずに設けられてい
たが、立ち入り調査時の現場確認の結果、該当通
路は既に撤去されていた。 ○ ○ ○ 点検チェック

シート

海外キャスク用機材の社内ルー
ルによらない管理方法

・証言時期から事実判明までの間、社内ルール（放
射線管理要領）によらない管理区域外で保管され
ていた。事実が判明した後、社内ルールに基づく管
理区域に準じた場所での保管方法に改められてい
た。

○ ○ ○ アンケート

１号機 炉心スプレイ系注水弁漏
えい警報回路切離し処置

・ＥＣＣＳの一つであるＲＣＳ系注水弁に隙間が生
じ、系統内圧力の警報が出るため、警報が出ない
よう処置していた。

○ ○ ○ アンケート

２号機 排気筒フィルタのヨウ素測
定結果の取り扱い

・発電用軽水型原子炉施設における放射性物質の
測定に関する指針に定める測定下限濃度をわずか
に上回る値が測定されたため、測定装置の検出限
界値以下に至るまで数回にわたり測定時間を短縮
して測定が繰り返されていた。

○ ○ ○ ○ ○ アンケート

２号機 原子炉再循環ポンプ油温
度警報回路の切離し処置

・PLR電動機の軸受油量低下警報が発生したた
め、代替方法として温度管理を行い、警報回路を切
り離していた。その後、温度上昇が見られるためト
ラブル停止していた。

○ ○ ○ アンケート

１号機 原子炉格納容器床ドレン
警報回路の変更処置

・検出されたドレンが、一次冷却水でないことが確
認できたため、床ドレン水位警報回路を切り離し、
警報が出ないようにしていた。代替監視として、サ
ンプレベル計等による監視を行っていた。

○ ○ アンケート

発電所構内土壌のCo-60測定結
果の取り扱い

・当時の測定記録類が残っておらず、Co-60が定量
された事実の確認はできなかったが、アンケートで
証言されていた。また、土壌採取を行っていた現地
を確認した。
・当時、換気ダクト等を置いていたが、現在は倉庫
に保管している。

○ ○ ○ ○ アンケート

一般排水路におけるCo-60測定
結果の取り扱い

・当時の測定記録類が残っておらず、Co-60が定量
された事実の確認はできなかったが、アンケートで
証言されていた。また、堆積物採取を行っていた一
般排水路のうち１箇所を確認した。

○ ○ ○ ○ ○ ○ アンケート

１号機 原子炉再循環配管工事計
画届出書における記載ミスの修
正遅延

・工事計画届出書本文の配管外径に記載ミスが
あった。強度計算に当たっては、実際の外径を使用
し評価を行っていた。平成１７年に提出した工事計
画において正規の外径に修正されていた。

○ ○ アンケート

２号機 タービン駆動原子炉給水
ポンプ高圧止め弁全閉表示ラン
プの不適切な処置

・２号機タービン駆動原子炉給水ポンプ高圧止め弁
テスト時に、全閉のまま固着したため、回路入れ替
えにより、全開ランプが点灯するよう処置していた。 ○ ○ アンケート
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発端となった
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確　　認　　資　　料　　 等件　　名 確　認　内　容

１号機 高圧注水系ポンプ定期試
験の起動不良時における対応

・ＥＣＣＳの一つであるＨＰＣＩポンプ定期試験時に、
ＨＰＣＩポンプが起動不良となり、直ちに他のECCS
機能検査を実施すべきところ、実施していなかっ
た。弁操作のタイミングが原因であると判明したた
め、タイミング修正のうえ再起動し健全性を確認し
ている。この弁操作は、運転要領書に反映されてい
た。

○ ○ ○ ○ ○ アンケート

２号機 給水流量指示計と監視計
器の数値の相違

・給水流量について、復水流量計を基準に補正して
いるが、監視用の計器に補正がされていなかった
ため、入力点レンジを精度範囲内で変更していた。 ○ ○ ○ プロセスコン

ピュータ点検

１号機 排気筒モニタからのCo-60
の測定結果の改ざん

・当時の排気筒モニタフィルタ測定記録では、Co-
60が検出限界値以上の値で測定された事実は確
認できなかったが、アンケートで証言されていた。ま
た、同時期の排気筒モニタのチャート記録では有意
な値を示していなかった。

○ ○ ○ ○ ○ ○ アンケート

ディーゼル発電機用地下タンクの
油量計読み取りデータの不適切
な取り扱い

・DG発電機用地下タンクの油量について、読み方
によりバラつきが出るので、前日の油量を記載して
いた。現地確認で、読み方にばらつきが生じやすい
取り付けとなっていることを確認した。

○ ○ ○ アンケート

原子炉主任技術者確認後の誤記
データの無断修正

・アンケート調査により判明した事案であるが、炉主
任が確認後、測定データ等に誤記が判明したた
め、修正ルールを守らず差し替えを行っていた。 ○ ○ アンケート

１号機 「原子炉建物東床ドレンサ
ンプ漏えい検査」の定期事業者検
査要領書への記録漏れ

・定期事業者検査計画書に記載のある検査が、実
際の検査要領書及び成績書に記載されていない。
要領書から落としていた事実の判明経緯と原因に
ついて説明を受け確認した。また、ＪＮＥＳに説明の
うえ、当該検査が定期事業者検査として実施した旨
処理されていることをＪＮＥＳへの報告書により確認
した。

○ 定期事業者検査
計画書

荷揚場クレーンの基礎部の不具
合

・基礎部の浮き上がりについては、点検実績報告
書により基礎部ではなく周辺部のひび割れであるこ
とを確認した。
・ひび割れの進展確認等が記録管理されていない
ため、発生時期の特定ができないことを確認した。
・H９～H１０年の荷揚場クレーンの増強工事（容量
アップ）に合わせ、基礎部周辺部のひびは改修され
ていることを確認した。

○ ○ ○ ○ ○ アンケート
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